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研究成果の概要（和文）：声質の認知がどのようにして行われるのかについて、感情を伴う音声

の場合と伴わない音声の場合を比較検討した。研究は認知面と生成面の両方からアプローチし

た。認知面からは、同定や弁別などの実験を行った。生成面からは、音声の音響的な分析（音

声分析）を行なった。その結果、感情音声の種類により声質についての同定と弁別が一定の影

響を受けること、声質の情報処理には複数の要因が関わり相互作用があることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：It was investigated how the vocal quality was recognized in both 
of the cases of non-emotional speech and of emotional speech.  Several psychological 
experiments and speech analyses were conducted.  Some important results were obtained 
on the information processing of vocal quality and it was suggested that there should 
be an interaction between several factors on the recognition of emotions..  
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１． 研究開始当初の背景 

 音声のもつ種々の情報の中でも、話者の声

の特徴や感情などを伝達する情報（パラ言語

情報）は、意味情報に劣らずきわめて重要で

ある。声質の認知は音声知覚の中でもあまり

研究が進んでいない領域の一つである。声質

の情報処理モデルを構築するためには、感情

音声を用いた場合の声質の認知がどのよう

なものか、また平静音声の場合とどのように

異なるのかについて検討することが必要で

ある。 

 感情音声の記憶メカ二ズムの解明に正面

から取り組んだ研究は、国内外ともに少ない。

個人性（声質）の同定には韻律情報が重要な
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役割を果たしていることが指摘されてきた

が（古井, 1992），この問題に関する従来の

研究の多くが工学的研究（音声認識），言語

学的研究(方言研究)であり，心理学的な面

（特に認知的な面）からの実験研究はほとん

ど行われてきていない。また、欧米の研究で

は音声よりも表情の研究に重点がおかれて

いるが、日本人被験者は欧米人被験者よりも

より細かく感情音声をカテゴリー化するこ

とが見出されている。このことは日本語での

声質認知には感情音声を取り入れることが

必要であることを示唆している。また，本研

究で用いるランダムスプライシングの方法

は、これまで音声の感情認知の実験に用いら

れていたが(Scherer, 1985)、本研究ではこ

の手法を感情音声の声質認知実験の中に初

めて取り入れるものである。  

  

２．研究の目的 

ともにパラ言語情報である＜声質＞と＜

感情＞の間で、これら 2種類の情報が声質の

情報処理のどの段階でどのような相互関係

にあるのかについて、 

(1) 認知実験（知覚面）と音声分析（生成

面）の両面から明らかにすること 

(2) 声質の情報処理過程を示す情報処理

モデルを作成することである。 

 
３．研究の方法 

研究は６つの部分課題を設けて行った。 

平成 21 年度は、声質の認知について感情を

伴う音声（感情音声）と伴わない音声を用い

て、個人性の同定と声質の記憶について調べ

た。音声刺激は日本語を母語とする日本人話

者が日本語で発話したものを用い、「無感情」

と「幸福」「怒り」「嫌悪」「恐れ」「悲しみ」

の基本感情５種類を表現する音声を用いた。

実験条件として、記銘時と再認時に用いる感

情音声と感情を伴わない音声の組み合わせ

に３種類の刺激条件を設けた。条件 1では感

情を伴わない音声で記銘し再認時に感情音

声にした場合（例、感情を伴わない音声で記

銘して「嫌悪」の音声を話者再認）、条件２

ではその逆の場合（例、「嫌悪」音声で記銘

して「感情を伴わない」音声を話者再認）、

条件３は、感情音声で記銘し再認時に（同じ

または別の）感情音声にした場合（例、「幸

福」音声で記銘して「怒り」の音声を話者再

認）であった。実験結果は感情音声が声質の

認知に影響を及ぼすことを示唆するもので

あった。 

平成 22 年度は認知面と生成面からの検

討を行なった。認知面の研究では、感情音

声を用いて、前年度行った声質の同定実験

と弁別実験を引き続き行った。生成面の研

究では、音声分析（音響的な分析）を行な

った。平均基本周波数、最高基本周波数、

最低基本周波数、基本周波数の標準偏差、

エネルギーの平均、最大エネルギー、最小

エネルギー、エネルギーの範囲、エネルギ

ーの標準偏差、有声部分の持続時間、無声

部分の持続時間を抽出して音声の特徴を分

析した。音声の種類が多く分析に時間がか

かったので、次年度も継続して分析を行う

こととした。以上の結果より、感情音声の

種類によって声質の同定と弁別が一定の影

響を受けること、声質の認知には感情の要

素を考えることが必要であることなどの点

が明らかにされた。 

平成 23 年度は、感情音声があらわす感情

の種類の違いによって、声質の同定や弁別

が異なるという前年度までの実験結果に基

づいて、さらに実験と音声分析を行って検

討した。2 年間の研究結果から、感情音声

は主にピッチの高さ変化によるところが大

きいが、その変化の仕方によってどのよう

な違いが生じるのかを明らかにすることが



 

 

必要であることが明らかとなった。そこで、

ピッチの有する韻律情報を音声マスキング

することとし、ランダムスプライシングの

手法を用いて実験を行った。手続きとして

は、ピッチの動きをよく知っている母語（日

本語）と母語ほどには習熟していない米語

について、それぞれの言語を母語とする俳

優が発声したものを用いて、音声を評価す

る 7 個の形容詞対に関して日本人被験者に

評定してもらった。その結果、「落ち着きの

ある―落ち着きのない」判断は韻律情報が

マスキングされたことにより評価の低下が

認められた。一方、他の形容詞対について

は、違いはほとんど認められなかった。ま

た、性別および話者の年齢のような個人情

報もあまり影響を受けなかった。以上の実

験結果より、韻律情報は話者の印象を特定

の側面において変化させるが、大部分にお

いて影響は小さいこと、したがって韻律情

報は話者情報の一定部分の知覚にのみ貢献

することが認められた。一方、音声分析に

関しては、一部の感情音声についてさらに

分析を行った。 

 

４．研究成果 

 3 年間の研究により、以下に示す新たな知

見が得られた。 

(1)声質の認知は感情音声により影響を受け

ることが分かった。さらに、感情の種類によ

っても差異があることが示唆された。 

(2) 声質についての同定と弁別は、感情音

声の種類によって異なること、従って声質

の認知には感情の要素を考える必要のある

ことが分かった。 

(3) 韻律情報は話者の印象を特定の側面に

おいて変化させるが、大部分においては影

響が小さいこと、従って韻律情報は話者情

報の一定部分の知覚にのみ貢献することが

分かった。 

(4) 音声分析による検討の結果、声質の認

知に関わるいくつかのパラメータが得られ、

今後検討すべき問題点が示された。 

(5) 当初、声質認知の情報処理モデルを構

築することを目的としていたが、研究を進

めるうちに検討しなくてはならない問題点

が次々と明らかになり、モデルの完成には

至らなかった。しかし、感情音声や声質の

印象には様々な要素が関与しているため、

それらをさらに検討することが必要である

ことが明らかになった。本研究により声質

の情報処理に関わるいくつかの重要な要因

を明らかにすることができ、さらに今後検

討すべき問題点も明らかにできたことは大

変有意義であったと言える。 
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